
お知らせ

接種券発送
（４月12日
  （月）～）

集団接種開始  ４月26日（月）～

高齢者施設接種開始  ５月１日（土）～

個別接種開始  ６月１日（火）～

新型コロナワクチン接種のスケジュールについて

新型コロナウイルスワクチンＱ＆Ａ

　65歳以上の新型コロナウイルスワクチンの集団接種が始まりました。６月１日（火）からは医療機関
での個別接種も開始します。

「高齢者」の次の対象者は60〜64歳の人、高齢者施設などの従事者、基礎疾患（高血圧・糖尿病など）のある人
となります。接種時期が決まり次第、市ホームページ・チラシ・広報『さくら』などでお知らせします。

小城市外のかかりつけの医療機関でも接種でき
ますか？
原則として住民票がある市町で接種していただ
くことになりますが、基礎疾患があり小城市外
の医療機関に通院・入院している人はその医療
機関でも接種することができます。詳細は、か
かりつけの医療機関にお尋ねください。

ワクチン接種後に新型コロナウイルスに感染す
ることはありますか？
ワクチン接種後でも新型コロナウイルスに感染
する場合があります。また、ワクチンを接種し
て免疫がつくまでに１～２週間程度かかり、免
疫がついても発症予防効果は100％ではありま
せん。ワクチン接種後も、マスク着用、３密の
回避など感染予防対策を行ってください。

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

新型コロナウイルスに感染したことのある人
は、ワクチンを接種することができますか？
すでに新型コロナウイルスに感染した人もワク
チンを接種することができます。

２回目はどのようにして予約をすればいいです
か？
１回目の接種会場または医療機関で２回目の予
約をすることができます。

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

問  健康増進課（西館１階）  【担当】林・小野　☎37・6106

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月以降

医療従事者

高齢者
【65歳以上】

60～64歳の人、
高齢者施設などの
従事者、基礎疾患
のある人

上記以外の人
【16歳以上】

接種券の発送日、
接種時期は未定

（国のスケジュール
  によって決定）

３月中旬から接種開始
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小
城
市
と
多
久
市
で
は
、
小
城
市

民
病
院
と
多
久
市
立
病
院
を
統
合
し

て
建
設
す
る
新
公
立
病
院
の
基
本
計

画
を
策
定
し
ま
し
た
。

新
病
院
の
目
指
す
方
向
性

　
両
病
院
と
も
施
設
の
顕
著
な
老
朽

化
に
加
え
て
医
療
体
制
の
確
保
、
さ

ら
に
地
域
の
人
口
減
少
や
疾
病
構
造

の
変
化
へ
の
対
応
が
強
く
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
将
来

に
わ
た
っ
て
必
要
な
医
療
を
安
定
的

に
提
供
す
る
た
め
、
新
公
立
病
院
を

多
久
市
東
多
久
町
に
建
設
し
、
令
和

７
（
２
０
２
５
）
年
度
の
開
院
を
目

指
し
ま
す
。

診
療
科

　
左
記
を
基
本
と
し
、
医
療
環
境
の
変

化
な
ど
に
応
じ
て
適
宜
見
直
し
ま
す
。

〔
既
存
の
診
療
科
〕

　
内
科
、
呼
吸
器
内
科
、

　
消
化
器
内
科
、
循
環
器
内
科
、

　
肝
臓
内
科
、
腎
臓
内
科
（
透
析
）、

　
糖
尿
病
内
科
、
神
経
内
科
、

　
小
児
科
、
リ
ウ
マ
チ
科
、
外
科
、

　
整
形
外
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、

　
皮
膚
科
、
婦
人
科
、

　
脳
神
経
外
科
、
泌
尿
器
科
、

　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

〔
新
設
を
目
指
す
診
療
科
〕

　
総
合
診
療
科
、
眼
科
、
産
科
、

　
外
来
化
学
療
法
室

〔
付
帯
事
業
〕

　
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、

　
健
診
セ
ン
タ
ー

施
設
規
模

・
敷
地
面
積　
２
５
、４
３
５
㎡

　
　
　
　
　
　
（
予
定
）

・
病
床
数　
　
１
４
０
床
程
度

事
業
費

　
概
算
事
業
費　
７７
億
円

多久原IC
多久IC

多久駅
中多久駅

多久市立病院

多久市役所

東多久駅
小城駅

厳木多久有料道路
長崎
自動
車道

小城市民病院

小城
市役所

建設予定地

JR唐津線

国
道
２
０
３
号
線

事業スケジュール
１年目

（令和２年度）
２年目

（令和３年度）
３年目

（令和４年度）
４年目

（令和５年度）
５年目

（令和６年度）
６年目

（令和７年度）
４
月

７
月

10
月

１
月

４
月

７
月

10
月

１
月

４
月

７
月

10
月

１
月

４
月

７
月

10
月

１
月

４
月

７
月

10
月

１
月

４
月

７
月

10
月

１
月

基本計画 建築基本設計 建築実施設計 建設工事

開院準備 新病院稼働用地造成工事

多久・小城地区新公立病院建設基本計画を策定しました

　       新公立病院整備課（多久市役所内）【担当】副田・園田　☎20・0362

【
基
本
理
念
】

【
基
本
理
念
】

信
頼
さ
れ
る

信
頼
さ
れ
る

温
か
い
医
療
で

温
か
い
医
療
で

地
域
に
貢
献
し
ま
す

地
域
に
貢
献
し
ま
す

【
基
本
理
念
】

信
頼
さ
れ
る

温
か
い
医
療
で

地
域
に
貢
献
し
ま
す
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お知らせ

　
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る

間
（
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る

６０
歳
以
上
６５
歳
未
満
の
人
で
年

金
制
度
に
加
入
し
て
い
な
い
期

間
を
含
む
）
に
、
か
か
っ
た
病

気
や
け
が
が
も
と
で
一
定
以
上

の
障
が
い
が
残
る
人
は
、
障
害

基
礎
年
金
を
受
給
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

※ 

2０
歳
前
に
か
か
っ
た
病
気
や

け
が
で
も
、
2０
歳
で
国
民
年

金
に
加
入
す
る
と
同
時
に
受

給
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
受
給
す
る
た
め
に

は
保
険
料
納
付
要
件
な
ど
を
満

た
す
必
要
が
あ
る
の
で
、
ま
ず

は
国
保
年
金
課
、
ま
た
は
佐
賀

年
金
事
務
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

※ 

2０
歳
前
の
年
金
制
度
に
加
入

し
て
い
な
い
期
間
に
初
診
日

が
あ
る
場
合
は
、
納
付
要
件

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
相
談
時
に
次
の
こ
と
を
お
尋

ね
し
ま
す
。

①
ど
の
よ
う
な
障
が
い
な
の
か

② 

障
が
い
の
原
因
と
な
っ
た
病

気
や
け
が
で
、
初
め
て
医
師

の
診
療
を
受
け
た
日
（
※
初

診
日
）、
通
院
の
状
況
な
ど

※ 

初
診
日
に
厚
生
年
金
に
加
入

し
て
い
た
場
合
は
年
金
事
務

所
で
、
共
済
年
金
に
加
入
し

て
い
た
場
合
は
共
済
組
合
で

の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

③ 

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手

帳
な
ど
を
持
っ
て
い
る
か

※ 
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る

か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
し
も

障
害
基
礎
年
金
を
受
給
で
き

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

 

病
院
か
ら
の
診
断
書
や
申
立

書
な
ど
を
も
と
に
審
査
を
行

い
決
定
さ
れ
ま
す
。

納
入
通
知
書
発
送
日

 

６
月
16
日
㈬
ご
ろ

　
保
険
料
は
、
次
の
い
ず
れ
か

の
方
法
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

特
別
徴
収

・
対
象
者　
年
金
の
受
給
額
が

月
額
１
万
５
千
円
以
上
で
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
と
介
護

保
険
料
を
合
計
し
て
対
象
年
金

受
給
額
の
２
分
の
１
を
超
え
な

い
人

・
納
め
方　
偶
数
月
ご
と
に
支

給
さ
れ
る
年
金
か
ら
支
払
い

（
手
続
き
不
要
）

普
通
徴
収

・
対
象
者　
特
別
徴
収
の
対
象

と
な
ら
な
い
人

・
納
め
方　
被
保
険
者
本
人
、

世
帯
主
、
配
偶
者
な
ど
の
口
座

か
ら
の
「
口
座
振
替
」
ま
た
は

同
封
の
納
付
書
で
の
支
払
い

※ 

口
座
振
替
は
別
途
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

※ 

世
帯
主
や
配
偶
者
な
ど
の
口

座
か
ら
振
替
を
さ
れ
た
場
合

は
、
そ
の
人
の
社
会
保
険
料

控
除
の
適
用
に
な
り
ま
す
。

☆
納
付
は
、
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
を
お
す
す
め
し
ま
す

　
振
替
開
始
ま
で
、
申
し
込
み

か
ら
１
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま

す
。
早
め
に
金
融
機
関
で
申
し

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

口
座
振
替
で
き
る
金
融
機
関

　
市
内
に
支
店
が
あ
る
次
の
金

融
機
関

　
佐
賀
銀
行
／
佐
賀
県
農
業
協

同
組
合
／
佐
賀
共
栄
銀
行
／
九

州
労
働
金
庫
／
佐
賀
東
信
用
組

合
／
九
州
信
用
漁
業
協
同
組
合

連
合
会
／
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

※ 

市
内
の
支
店
・
支
所
な
ど
に

口
座
振
替
依
頼
書
を
備
え
つ

け
て
い
ま
す
。

金
融
機
関
へ
持
っ
て
い
く
も
の

・
口
座
の
預
（
貯
）
金
通
帳

・
通
帳
の
届
け
印

・ 

納
入
通
知
書
な
ど
振
替
内
容

が
確
認
で
き
る
も
の

令和３年度 後期高齢者医療保険料の納入通知書を発送します
問  国保年金課（西館１階）  【担当】川浪・野田　☎37・6101

問  ・国保年金課（西館１階）  【担当】北川・満岡　☎37・6101
◦佐賀年金事務所　☎31・41９1　　　　　　　　　　　　　

障害基礎年金をご存じですか

保
険
料
額
な
ど
内
容
を
確

認
し
、
納
め
忘
れ
の
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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退職後の国保の手続きはお早めに！
問  国保年金課（西館１階）  【担当】北川・中野　☎37・6101

就職などで職場の健康保険に加入する場合
　届出をしないと国保税は課税され続けます。
14日以内に手続きしてください。
　◆持参する物
　・新しく加入した健康保険証（全員分）
　・国保の保険証
　・マイナンバー（世帯主および喪失者全て）

学生で市外に転出する場合
　市外に住所を移しても小城市の国保に継続
して加入できます。※毎年の届出が必要です。

　◆持参する物
　・学生証の写しまたは在学証明書
　　  ※４月から入学する人は入学が確認できるもの
　・国保の保険証（差し替えます）
　・マイナンバー（世帯主および転出する学生）

試算後の加入をおススメします！
　国保は前年の所得によって保険税が決まります。任意継続の保険料と国保税を試算し、
どちらの健康保険へ加入するかご検討ください。

・国保税の試算　　 ⇒ 税務課（☎37・6103）にお問い合わせください。
・任意継続の保険料 ⇒ 協会けんぽ（☎27・0611）または加入されている組合にお問い合わせください。

家族の中で、職場の健康保険に加入している人がいますか？

職場の健康保険に加入
した期間が２カ月以上
ありますか？

家族の勤務先に扶養に入
れる条件をお問い合わせ
ください。

扶養の手続きをしてください。

任意継続被保険者制度に加入することができます。
※ 共済組合など加入期間が１年以上必要な場合

もあります。勤務先にご確認ください。

国保に加入してください。

　退職日の翌日から20日以内に手続きをしてく
ださい。（加入期間最長２年）
※期間を過ぎると手続きができなくなります。
【問合せ・手続き先】
　全国健康保険協会 佐賀支部（協会けんぽ）
　☎27・0611
※ 協会けんぽ以外の人は、加入されている組合に

お問い合わせください。
※ 任意継続被保険者制度は、保険料を納付期日ま

でに納付しなかった場合、加入期間中でも資格
が喪失します。

　退職日の翌日から14日以内に手続きをしてく
ださい。
◆持参する物
・ 事業所が発行した資格喪失証明書
※扶養者がいない場合は離職票でも可
・ マイナンバーが分かるもの
　（世帯主および加入者全て）
・身分証明書（マイナンバーカード、運転免許証など）

【問合せ・手続き先】国保年金課（西館１階）
 届出が遅れた場合でも、国保への加入日は前
の健康保険の資格がなくなった日までさかの
ぼるため、保険税もさかのぼって計算し課税
されます。

はい

入れる

いいえ

入れない

はい いいえ

自動的に切り替わ
りません！
手続きが必要です。

　退職して職場の健康保険の資格を喪失した人は、切り替えの手続きが必要
です。期限内の手続きをお願いします。
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お知らせ

　
子
宮
頸
が
ん
は
、
発
が
ん
性

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
の
感
染
に
よ
っ
て

起
こ
る
病
気
で
す
。
子
宮
頸
が

ん
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
定
期
的

に
子
宮
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ

と
で
予
防
で
き
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

※ 

子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種
に
つ

い
て
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
安
全

性
な
ど
が
検
証
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
公

費
（
無
料
）
で
接
種
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ワ
ク

チ
ン
の
効
果
や
、
接
種
後
の

副
反
応
な
ど
に
つ
い
て
は
、

医
師
か
ら
説
明
を
受
け
、
十

分
に
理
解
し
た
上
で
受
け
て

く
だ
さ
い
。

定
期
予
防
接
種
対
象
者

　
小
学
６
年
生
か
ら
高
校
１
年

生
ま
で
の
女
子
（
標
準
的
な
接

種
時
期
：
中
学
１
年
生
）

接
種
費
用

　
無
料

※ 

定
期
接
種
の
期
間
を
過
ぎ
る

と
、
自
費
と
な
り
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
の
種
類
お
よ
び
標
準

的
な
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

サ
ー
バ
リ
ッ
ク
ス

　
１３
歳
と
な
る
日
の
属
す
る
年

度
の
初
日
か
ら
該
当
年
度
の
末

日
ま
で
の
間
に
１
カ
月
空
け
て

２
回
、
１
回
目
か
ら
６
カ
月
以

上
空
け
て
１
回
行
う
。

ガ
ー
ダ
シ
ル

　
１３
歳
と
な
る
日
の
属
す
る
年

度
の
初
日
か
ら
該
当
年
度
の
末

日
ま
で
の
間
に
２
カ
月
空
け
て

２
回
、
１
回
目
か
ら
６
カ
月
以

上
空
け
て
１
回
行
う
。

※ 「
サ
ー
バ
リ
ッ
ク
ス
」と「
ガ
ー

ダ
シ
ル
」
は
、
い
ず
れ
も
同

じ
ワ
ク
チ
ン
を
３
回
接
種
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

接
種
で
き
る
医
療
機
関

　
県
内
の
医
療
機
関
で
あ
れ
ば

接
種
で
き
ま
す
が
、
一
部
の
医

療
機
関
で
接
種
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。
必
ず
事
前
に
医

療
機
関
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
市
内
の
接
種
で
き
る
医
療
機

関
は
、
４
月
上
旬
に
全
戸
配
布

し
て
い
る
「
令
和
３
年
度
小
城

市
年
間
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の

裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ヒトパピローマウイルス（HPV）ワクチンについて
問  健康増進課（西館１階）  【担当】大田・野田　☎37・6106

HPV 検 索
小城市ホームページから

　
児
童
手
当
（
特
例
給
付
を
含

む
）
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、

毎
年
６
月
に
「
現
況
届
」
の
提

出
が
必
要
で
す
。
こ
の
届
出
に

よ
っ
て
、
６
月
分
以
降
の
手
当

を
引
き
続
き
受
給
す
る
要
件
を

満
た
し
て
い
る
か
審
査
を
し
ま

す
。
未
提
出
の
場
合
、
６
月
分

以
降
の
手
当
か
ら
受
給
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限　
６
月
３０
日
㈬

受
付
時
間

　
８
時
３０
分
～
１７
時
１５
分

提
出
先

　
社
会
福
祉
課
（
西
館
１
階
）

※
郵
送
受
付
可

　
返
信
用
封
筒
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

・
現
況
届

・
受
給
者
の
健
康
保
険
証
の

　
写
し

・
児
童
の
健
康
保
険
証
の
写
し

　

　
対
象
者
に
は
、
５
月
下
旬
に

現
況
届
を
送
付
し
ま
す
。

　
そ
の
他
に
必
要
な
書
類
が
あ

る
人
に
は
、
お
知
ら
せ
を
同
封

し
ま
す
の
で
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、
現
況
届
の
時
間
外
受

付
・
休
日
受
付
は
行
わ
ず
、
返

信
用
封
筒
を
同
封
し
ま
す
。
記

入
例
を
参
考
に
現
況
届
へ
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
申
請
に
必

要
な
も
の
を
同
封
し
、
返
送
し

て
く
だ
さ
い
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

毎年６月は「児童手当現況届」の提出月です
問  社会福祉課（西館１階）  【担当】正嶋・西村　☎37・6107

児童手当現況届 検 索
小城市ホームページから
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国
民
健
康
保
険
制
度
改
正
に

よ
り
、
平
成
３０
年
度
か
ら
都
道

府
県
が
国
保
運
営
の
責
任
主
体

と
な
り
、
国
保
財
政
の
安
定
化

を
図
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
都
道
府
県
は
、
国
保
税
の
標

準
的
な
算
定
方
式
な
ど
に
基
づ

い
て
、
市
町
ご
と
の
標
準
保
険

税
率
な
ど
を
算
定
・
公
表
し
、

市
で
は
、
都
道
府
県
が
示
す
標

準
保
険
税
率
な
ど
を
参
考
に
、

国
保
税
の
算
定
を
行
う
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
そ
の
算
定
結
果
を
受

け
令
和
３
年
度
の
保
険
税
率
な

ど
を
左
記
の
と
お
り
決
定
し
ま

し
た
。

　
国
保
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

令和３年度からの国民健康保険税率改正
のお知らせ 問  国保年金課（西館１階）  【担当】川浪・中野　☎37・6101

国民健康保険税　改正 検 索
小城市ホームページから

《税率が改正されます》
区分 算定区分 令和２年度まで 令和３年度から

医療分
（国保加入者全員に課税）

所得割 10.40% 10.40%
均等割 29,000円 29,000円
平等割 36,000円 35,000円

後期高齢者支援分
（国保加入者全員に課税）

所得割 2.80% 2.80%
均等割 7,300円 7,300円
平等割 8,400円 8,400円

介護分
（介護第2号被保険者）
（40歳から64歳までの
国保加入者に課税）

所得割 2.30% 2.30%
均等割 7,400円 7,400円
平等割 4,200円 4,200円

《課税限度額は現行のまま》
区分 令和３年度

医療分 63万円
後期高齢者支援分 19万円

介護分 17万円
計 99万円

《軽減判定所得基準額が見直されます》
区分 世帯の合計所得（国保加入者と特定同一世帯所属者）

７割軽減 43万円 + 10万円×（給与所得者等の数−１）
５割軽減 43万円 + 28.5万円×（被保険者数（※１）） + 10万円×（給与所得者等の数−１）
２割軽減 43万円 + 52万円×（被保険者数（※１）） + 10万円×（給与所得者等の数−１）

（※１）同じ世帯の中で国民健康保険の被保険者から後期高齢者医療の被保険者に移行した人を含む

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
・
受
け
取
り
、
電
子
証
明
書

の
更
新
手
続
き
、
暗
証
番
号
の

変
更
（
初
期
化
）
や
、
健
康
保

険
証
利
用
の
申
請
で
、
平
日
に

来
庁
で
き
な
い
人
の
た
め
に
、

左
記
日
程
で
窓
口
を
開
設
し
ま

す
。

開
設
日　
６
月
2７
日
㈰

開
設
時
間　
９
時
～
１2
時

　
　
　
　
　
（
午
前
中
の
み
）

開
設
場
所　
市
民
課

取
扱
業
務

・ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
・
交
付

・
電
子
証
明
書
の
更
新

・
暗
証
番
号
の
変
更

　
（
初
期
化
）

・
健
康
保
険
証
利
用
の
申
請

※ 

証
明
書
発
行
や
住
所
変
更
な

ど
の
手
続
き
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

マイナンバーカードの手続きが６月27日の
日曜日にできます 問  市民課（西館１階）  【担当】嘉村・野中　☎37・6100

マイナンバー　日曜日 検 索
小城市ホームページから
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お知らせ

　
「
佐
賀
県
パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー

ミ
ッ
ト
制
度
」
は
、
身
体
に
障

が
い
の
あ
る
人
、
高
齢
者
、
妊

産
婦
、
け
が
を
し
て
一
時
的
に

歩
行
が
困
難
な
人
な
ど
、
身
障

者
用
駐
車
場
を
本
当
に
必
要
と

す
る
人
の
た
め
の
制
度
で
す
。

　
利
用
で
き
る
人
に
は
申
請
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
県
内

に
共
通
す
る
パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー

ミ
ッ
ト
（
身
障
者
用
駐
車
場
利

用
証
）
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

利
用
で
き
る
人

① 

身
体
に
障
が
い
の
あ
る
人
で

歩
行
が
困
難
な
人

② 

一
時
的
に
歩
行
が
困
難
な
人

（
け
が
や
病
気
の
人
、
妊
産

婦
で
妊
娠
７
カ
月
～
産
後
３

カ
月
の
人
）

③ 

高
齢
者
で
歩
行
が
困
難
な
人

（
要
介
護
１
以
上
の
人
）

④ 

難
病
な
ど
に
よ
り
、
歩
行
が

困
難
な
人
（
難
病
患
者
、
療

育
手
帳
の
障
が
い
の
程
度

「
Ａ
」の
人
）

※ 

申
請
に
必
要
な
書
類
や
有
効

期
限
は
担
当
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

公
共
施
設
、
県
と
提
携
し
て

い
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
や
店
舗
、
ホ
テ
ル
な
ど

の
商
業
施
設
の
身
障
者
用
駐

車
場
で
利
用
で
き
ま
す
。

※�
パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ミ
ッ
ト
を

持
っ
て
い
な
い
人
が
駐
車
し

て
い
る
と
い
う
多
く
の
声
を

聞
き
ま
す
。
本
当
に
必
要
な

人
が
利
用
で
き
る
よ
う
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

パーキングパーミット制度〜本当に必要な人のために〜
問 申  社会福祉課（西館１階）  【担当】永田・西岡　☎37・6107

▲この看板が目印！

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は

「
特
定
外
来
生
物
」
で

す
！

　
５
月
～
７
月
頃
に
か
け

て
、
鮮
や
か
な
黄
色
の
花
を

つ
け
る
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
。

　
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
、

日
本
の
生
態
系
に
重
大
な
影

響
を
お
よ
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ

る
植
物
と
し
て
、
外
来
生
物

法
に
よ
る「
特
定
外
来
生
物
」

に
指
定
さ
れ
、栽
培
、運
搬
、

販
売
な
ど
が
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
拡
げ
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
に
は
、
種
子
を
つ
け
る
前

に
駆
除
す
る
こ
と
が
望
ま
れ

ま
す
。

　
詳
細
は
、
小
城
市
ま
た
は

環
境
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

検
索
で
き
ま
す
。

オオキンケイギクに注意しましょう
問  環境課（西館１階）  【担当】池田・古賀　☎37・6102

オオキンケイギク 検 索
小城市ホームページから

▲オオキンケイギク

（４月入札分で予定価格が1,000万円を超えるもの）� （単位：円、％）

工事名等 参加業者等 落札業者 落札決定額�
(うち消費税相当額)

予定価格�
(うち消費税相当額) 落札率 入札執行課

令和３年度道路維持補修事業
小城市内道路維持補修業務

㈱政工務店、㈱城南建設、岡本建設㈱、
㈱中島工務店 ㈱城南建設

34,628,000
(3,148,000)

34,980,000
(3,180,000)

98.99

財政課
☎37・6117令和３年度道路橋りょう災害

復旧事業　小城岩蔵工業団地
線道路災害復旧工事

㈱政工務店、㈱下村建設、㈱大義建設、
岡本建設㈱ 岡本建設㈱

204,600,000
(18,600,000)

206,283,000
(18,753,000)

99.18

※入札結果は、市ホームページでも公表しています。

問  財政課（西館２階）  【担当】古賀・辻田　☎37・6117入札結果を公表します

入札結果 検 索小城市ホームページから
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市
長
コ
ラ
ム

　
介
護
保
険
運
営
協
議
会
は
、

介
護
保
険
制
度
の
運
営
に
つ
い

て
審
議
を
行
う
機
関
で
す
。

　
医
療
・
保
健
・
福
祉
・
学
識

経
験
者
・
被
保
険
者
の
代
表
者

で
構
成
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち

被
保
険
者
の
代
表
者
を
募
集
し

ま
す
。

応
募
資
格

・ 

佐
賀
市
、多
久
市
、小
城
市
、

神
埼
市
お
よ
び
吉
野
ヶ
里
町

に
お
住
ま
い
の
４０
歳
以
上
の

人
・ 

医
療
、
保
健
、
福
祉
の
関
係

者
以
外
で
平
日
の
会
議
に
出

席
で
き
る
人

募
集
人
数

① 

４０
歳
以
上
６５
歳
未
満
の
人

　
２
人

②
６５
歳
以
上
の
人

　
３
人

　
（ 

年
齢
日
は
、
令
和
３
年
４

月
１
日
現
在
）

任
期
な
ど

　
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年

度
ま
で
の
３
年
間

・ 

委
員
会
開
催
は
、
令
和
３
年

度
お
よ
び
令
和
４
年
度
は
年

約
２
回
、
令
和
５
年
度
は
年

約
６
回

・ 

出
席
さ
れ
た
場
合
に
は
、
広

域
連
合
の
規
定
に
よ
る
報
酬

を
お
支
払
い
し
ま
す
。

応
募
方
法 

　
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、

次
の
事
項
を
記
載
し
た
書
面

を
、
佐
賀
中
部
広
域
連
合
の
窓

口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。　

・ 
氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
職
業
、

応
募
の
動
機
（
お
お
む
ね
４

０
０
字
程
度
）

応
募
期
限

　
６
月
３０
日
㈬　
１７
時
ま
で

　
（ 

郵
便
で
提
出
す
る
場
合
は
、

当
日
の
消
印
有
効
）

応
募
先　

佐
賀
中
部
広
域
連
合
総
務
課

行
財
政
係

〒
８
４
０

－

０
８
２
６

佐
賀
市
白
山
二
丁
目
１
番
１2
号

佐
賀
商
工
ビ
ル
５
階

　

昨
年
２
月
初
旬
、
中
国
で
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影

響
か
ら
医
療
物
資
不
足
に
陥
り
、
日

本
各
地
か
ら
医
療
品
や
マ
ス
ク
な
ど

が
中
国
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
湖こ

北ほ
く

省し
ょ
う

を
中
心
に
寄

贈
さ
れ
た
約
１
万
枚
の
マ
ス
ク
や
体

温
計
な
ど
の
輸
送
段
ボ
ー
ル
に
、「
山

川
異
域
風
月
同
天
」
と
い
う
漢
詩
が

書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
約
１
３
０
０
年
前
の
漢

詩
で
、「
山
や
川
、
国
は
異
な
ろ
う
と

も
、
風
も
月
も
同
じ
天
の
下
で
つ
な

が
っ
て
い
る
」
と
い
う
意
味
で
す
。

　

今
回
、
日
本
か
ら
の
支
援
物
資
に

そ
の
詩
が
書
か
れ
て
い
た
こ
と
が
中

国
で
報
道
さ
れ
る
と
、
３０
万
人
を
超

え
る
中
国
人
が
こ
れ
に
感
動
し
、
日

本
人
の
思
い
や
り
の
深
さ
に
感
謝
し

た
そ
う
で
す
。

　

小
城
市
は
中
国
浙せ

っ

江こ
う

省し
ょ
う

海か
い

鹽え
ん

県け
ん

と

交
流
が
あ
り
、
お
互
い
に
マ
ス
ク
な

ど
の
支
援
物
資
を
送
り
、
支
え
合
い

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
温
か
い
ご
縁

を
今
後
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

◀

山川異域風月同天
　（江里口市長/書）

小
城
市
長　
　
　
　

江
里
口
秀
次

佐賀中部広域連合介護保険運営協議会委員を募集します
問 申  ・佐賀中部広域連合  総務課　　  【担当】宮﨑・勝見　☎20・0８00
問  ・高齢障がい支援課（西館１階）  【担当】手塚・古場　☎37・610８
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政策

小城市総合計画の令和３年度の主な事業を紹介します

移住・定住対策事業 830万5千円
定住人口の確保と地域の活性化を図るため、地域おこし協力隊
の導入や空き家改修費助成事業などを実施し、子育て世代など
の定住を促進します。

計画的な土地利用の推進と効率的な都市づくり

今年度の主な事業

道路新設改良事業 792万円
市道の安全性と利便性を確保するため、本年度は市内３路線の
道路拡張および歩道設置工事（道路台帳修正、用地買収・建物
補償等含む）などを行います。

桜城館施設運営事務 4,004万5千円
文化複合施設である桜城館の設備および設備機器の維持管理と
設備充実を図るため、本年度は館内空調設備改修工事を行いま
す。

県指定重要文化財保存整備事業 53万2千円
市内に所在する県指定重要文化財を維持管理し、文化財を後世
へ引き継ぐため、本年度は、県指定重要文化財である星巌寺楼
門の破損した鯱瓦などの調査および製作に対して補助を行いま
す。

橋りょう補修事業 5,700万円
交通の円滑化を図るため、本年度は老朽化した市内の橋りょう
４橋の補修工事を行います。

小城岩蔵工業団地線災害復旧事業 8,640万1千円
令和２年７月豪雨により被災した市道小城岩蔵工業団地線を復
旧するための工事を行います。

道路の保全と交通網の充実
安全に　
みんなが行き交うまち

政策

政策
歴史の継承、文化・芸術の振興

歴史、文化と歩んでいく　
自然豊かなまち

▲星巌寺楼門▲星巌寺楼門

政策別

住みたい！と思う　
笑顔が集まるキレイなまち

令和３年度　予算総額　206億6,445万円

　市民のニーズに応じた自主性のある行政サービスを安
定して提供できる財政基盤を築くためには、一般的に「自
主財源」の割合が高いほど望ましいと考えられています。
　市の収入総額206億6,445万円の内、「自主財源」が占
める割合は69億4,706万円で33.6%、「依存財源」が137
億1,739万円で66.4%となっており、国や県からもらえる
お金や借金に頼った収入構造といえます。

　民生費（市民の生活と安定した社会生活を保障する
ための経費）、教育費（小・中学校、公民館事業など
に関する経費）など、その目的によって区分した予算
を「目的別予算」といいます。

　令和３年度予算は、対前年度比でプラス0.3％、6,480万4千円の
増となっています。
　主な事業としては、「牛津保健福祉センター管理運営事業」「橋
りょう補修事業」「教育情報化推進事業」「学校給食センター（仮
称）改築事業」「保育所等整備補助事業」「小城岩蔵工業団地線災
害復旧事業」などを計上しています。

自主財源…市が自ら徴収することができるお金のこと。
　　　　　市税や施設の使用料、各種手続きの手数料など。

依存財源…国や県から交付されるお金や市の借金のこと。
　　　　　地方交付税や補助金、市債など。

歳　入 歳　出

令和３年度 小城市

予算

※グラフの（　）内は構成比。構成比は、端数処理の関係上、一致しない場合があります。

歳入
206億
6,445万円

交通安全対策
特別交付金
850万円
（0.0％）

環境性能割交付金
1,185万円（0.0％）

寄附金
13億4,440万円
（6.5％）

分担金及び負担金
1億4,384万円
（0.7％）

県支出金
17億3,226万円
（8.4％）

繰越金
1億円（0.5％）

繰入金
5億9,342万円
（2.9％）

諸収入
3億4,293万円
（1.7％）

使用料及び手数料
1億6,190万円
（0.8％）

国庫支出金
29億2,195万円
（14.1％）

財産収入
3,218万円
（0.1％）

市債
11億7,510万円
（5.7％）

地方消費税交付金
9億1,405万円
（4.4％）

地方譲与税
1億5,237万円
（0.8％）

予備費
3,000万円
（0.1％）

労働費
1,018万円
（0.1％）

公債費
23億3,347万円
（11.3％）

災害復旧費
2億6,518万円
（1.3％）

商工費
2億1,303万円
（1.0％）

農林水産業費
10億966万円
（4.9％）

議会費
2億990万円
（1.0％）

総務費
23億5,016万円
（11.4％）

民生費
76億9,933万円
（37.3％）

教育費
19億8,306万円
（9.6％）

土木費
16億1,530万円
（7.8％）

衛生費
21億3,247万円
（10.3％）

消防費
8億1,271万円
（3.9％）

市税
42億2,839万円
（20.4％）

地方交付税
66億9,049万円
（32.4％）

諸支出金
0万円
（0.0％）

配当割交付金
1,381万円
（0.1％）

法人事業税
交付金
3,371万円
（0.2％）

株式等譲渡
所得割交付金

1,513万円（0.1％）

地方特例交付金
4,340万円（0.2％）

利子割交付金
477万円
（0.0％）

歳出
206億
6,445万円

お知らせ
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政策

小城市総合計画の令和３年度の主な事業を紹介します

移住・定住対策事業 830万5千円
定住人口の確保と地域の活性化を図るため、地域おこし協力隊
の導入や空き家改修費助成事業などを実施し、子育て世代など
の定住を促進します。

計画的な土地利用の推進と効率的な都市づくり

今年度の主な事業

道路新設改良事業 792万円
市道の安全性と利便性を確保するため、本年度は市内３路線の
道路拡張および歩道設置工事（道路台帳修正、用地買収・建物
補償等含む）などを行います。

桜城館施設運営事務 4,004万5千円
文化複合施設である桜城館の設備および設備機器の維持管理と
設備充実を図るため、本年度は館内空調設備改修工事を行いま
す。

県指定重要文化財保存整備事業 53万2千円
市内に所在する県指定重要文化財を維持管理し、文化財を後世
へ引き継ぐため、本年度は、県指定重要文化財である星巌寺楼
門の破損した鯱瓦などの調査および製作に対して補助を行いま
す。

橋りょう補修事業 5,700万円
交通の円滑化を図るため、本年度は老朽化した市内の橋りょう
４橋の補修工事を行います。

小城岩蔵工業団地線災害復旧事業 8,640万1千円
令和２年７月豪雨により被災した市道小城岩蔵工業団地線を復
旧するための工事を行います。

道路の保全と交通網の充実
安全に　
みんなが行き交うまち

政策

政策
歴史の継承、文化・芸術の振興

歴史、文化と歩んでいく　
自然豊かなまち

▲星巌寺楼門▲星巌寺楼門

政策別

住みたい！と思う　
笑顔が集まるキレイなまち
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牛津保健福祉センター管理運営事業
1億4,004万4千円

施設を安心・安全に利用できるよう、牛津保健福祉センターの空調
機更新など施設の維持管理を行います。

新公立病院建設事業 944万9千円
小城市民病院と多久市立病院を統合し、地域に根差した市民に信頼
される新病院を整備するため、本年度は用地取得や設計を行いま
す。

保健・医療の充実

耐震対策補助事業 617万円
安心して住むことができる住宅を確保するとともに地震に対する建
築物の安全性のさらなる向上を図るため、耐震診断、耐震改修費補
助に加え、今年度よりブロック塀等除却費補助を行います。

防災・減災体制の充実

政策

みんなが健やかで　
生きがいを感じるまち

保育所等整備補助事業 2億4,914万1千円
市内私立保育園などの新設、改修、改造、防犯対策強化などの施設
整備を行い、市内の保育ニーズへの対応と安全かつ安心な保育環境
を確保し、より良い保育環境整備のための補助を行います。

学校給食センター（仮称）改築事業 9,577万8千円
児童・生徒に安心で安全な給食を提供することを目的として、老朽
化した現在の給食施設を統廃合するため、新しい学校給食センター
を建設します。本年度は予定地の造成や設計を行います。

教育情報化推進事業 1億5,788万1千円
学校教育の情報化を推進するため、市内小・中学校のICT機器など
の整備を行います。

学校教育、幼児教育、保育の充実

全国の皆さんから
頂いたふるさと納税
（寄附金）を活用して
いる事業です。

政策

子どもが自分らしく　
笑顔で育っていけるまち

園芸振興対策事業 9,720万2千円
農業所得向上に向けた収量・品質の向上や経営規模の拡大、経営コ
ストの削減など、農業所得の確保・向上ができる園芸農業の確立に
必要な施設・機械などの費用に対して補助を行います。

農林業の振興

政策

地域の資源を活かし　
企業も市民も元気なまち

政策

ひとりひとりの力を
合わせて防犯・防災　
安心して暮らせるまち
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